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香里幼稚園研究テーマ

『子どもの問いやつぶやきをひきだす仕掛け

～教師の援助や環境構成～』
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自分に向き合うカ

～チャレンジ～

・向上心

. grt 
・意欲

0数量・図形・文字等への

閣心、感党

【自ら学ぶ子】

⑮ 
【岨康てヤ明るい子】

自分左大切にするカ

～チェリッシュ～

r主体的な生活蝶度J

＊腿原
【やさしく思いやりのある子】

＊澤埴＊言栞貪表現

R よ＇）よい学びに向かうカ

～クリエイティビティ～

～リティカ）レシンキング～

「創透的な思考」

・興味、関心

・好奇心

・探究心

0思考力の芽生え

0自然との間わり

0豊かな感性と表現

・自尊感情

・自 己肯定感

・元気笑顔

0健廉な心と体

・多様性

・協力

・認め合い

0協同住

0社会生活との1l1lわリ

〇遁憶性、規函意置の

芽生え

R 
仲間と向き合うカ

～コラポレーション～



令和6年度版
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時間 篤1日目 第2日目 第3日目 算4日目 箪5日目

朝学習 8:30 ◎にこにこタイム ◎うりこタイム

・ランドセルの出し入れの ［自由選択活動］ ◎にこにこタイム

仕方 ◎うりータイム ◎うりこタイム ｀教科書の片付rt方
・持ち物の確認 ・自由選択活動の様明 【自由選択活動］ ・体操服の着替え方「すわ

・運絡帳の出し方｀手紙
りきがえJ．たたみ方、片

8:45 の配り方
付け方

◎なかよしクイム
1 9:00 ・対面式

◎にこにこタイム ◎ぐんぐんタイム
◎にこにこタイム ・トイレ・手洗い場の使い ◎ぐんぐんタイム ・ひらがな「し」
・靴箱の使い方 方 •お話の・ペ聞タき・ピ方ン

・宿題の説明

9:15 
•お道具箱の使い方 「グー ・サッ」

9;35 

◎わくわくタイム
◎わくわくタイム

◎にこにこタイム ・粘土、 粘土板の使い方
・えんびつの持ち方 ◎ぐんぐんタイム ◎にこにこタイム

：下校時の地区別並び方
・はじめての名前 ひらがな「つj ・ニ測定

2 9:50 
・帰りの支度の仕方 ・ひらがなを使った汚動 ・給食当番の練習

「つなぐJ ・エプロンの着替え方｀片
•宿題の説明 付け方

10:05 ◎にこにこタイム ◎にこにこタイム
・下校指導 ・下校指導

20分休み 10:20 ◎うりこタイム ◎うりこタイム
［自由選択活動】 【自由選択活動】I

l 

◎なかよしタイム ◎なかよしタイム
10:45 ・スタートカリキュラムブッ ・スタートカリキュラムブッ

クの活用 クの活用

3 11:00 

◎にこにこタイム @r：：こにこタイム
・下校指導 ・下校指導

11 :15 
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月電日 火曜日 水曜日 木曜日 會電a

覇学詈 ◎うりこタイム 児窟集会（オンライン1 朝学習 朝読書 朝学習

1 国語 国語 生活 冥数 道徳

2 体育 生活 図エ 国語 冥数

20分休み

3 音楽 体育 体百 生活 因エ

4 国語 算数 国語 国語 同語

綸食

そうじ

墨体み

5 算数 国詣 学活 音楽 国語



就学前施設の先生にもス 生活科の単元に位置付 秋の素材を使った共同制

ター ト期の様子を見ても け、小学校に招いて夏の 作や秋の遊びを一緒に楽

らい、意見を交換する． 遊びを一緒に楽しむ。 しむ．

スタート期に合わせた柔 小学校に招いて夏の遊び
学校の敷地内や近くの公

軟な時間割を設定する。 を一緒に楽しむ。
園て一緒に秋探しを行

う。

3学期

あたらしい1年生を

しょうたいしよう

小学校体験の企画と準傭

を進め、5歳児を招く．

お手紙や映像などて、 5

歳児に小学校のこと を紹

介する。

持続的な取り 組みへ

幼保小の視点で作成したコ

ンパスをもとに活動をプラ

ッシュアップしていく。

生活科を軸とした交流活動

を設定する。

登校後に自由選択の遊び ＇ 単元の導入で、幼児期の ＇ 単元の導人て、幼児期の ＇ 小学校生活を振り返り、
幼保小それぞれのリスベク

の時間を取り入れる。 夏の経験を振り返る。 秋の経験を振り返る． 斬しい1年生に伝えたい
トのもと担任同士の顔合

ことを考える。 わせの機会を設ける。

小学生と一緒に遊ぶ機会をもっ．

（暑探し` 夏の遊び等）

就学前児童施設と小学校の先生同士

の顔合わせ、意見交換や年間計画を

就学前児童施設同士の顔合わせをす

2学期

見つけた自然物を使って、 1年生と

一緒に制作をしたり、ゲーム作りを

したりして楽しむ。

就学前児重施設同士て行き来し、校区

葦に分かれ．自由選択活動を通して交

流する．

3学期

小学校に実際に行き 1̀年生と一緒

に給食を食ぺたり、授業体験をした

り、小学校ごっ：：をしたリ して、 9JI

学校生活の雰囲気亡知る．

地域の小学校の先生に来てもらって

話を聞いた 1J．質問したりする機会

を設ける．

コンバスを通して来年度に向けた力’J

キュラムマネジメントをする．





生活科学習指導案
枚方市立香里小学校

指導者 渋田将

l. 8 時

2.場 所

3. 学年・組

4.単元名

令和6年11月88（金）第5校時 (l時45分～2時30分）

体育館

第1学年2組（31名）

あきとなかよし「あきとなかよしだいさくせん」

5.坐元目標
［知識及び技能）

秋の自然と関わる活動を通して、秋の自然のようすや夏から秋への変化がわかったり、秋の自然物を利用した遊ぴの面
白さに気付いたりすることができる。
［思考力、判断力、表現力等）

秋の自然と関わる活動を通して、秋の特徴やそのほかの季節との違いを見付けたり、遊びや遊びに使う物を工夫してつく
ったりすることができる。
［学びに向かう力、人間性等）

秋の自然と関わる活動を通して、 季節の変化に関心をもち、それらを取り入れて自分の生活を楽しくしようとしたり、
みんなと楽しみながら遊びを創り出そうとしたりする。

三：］］］□:＇］／／：，；：：
＇ 

7.系統性

単元の位置付け

（
 

他教科とのつながり

国籍科

ほす・聞く、●く、
硯む

I ［これまての経験I
！・ 幼児期とのつながリ］

! r秋の自然にふれる活i

！動」 ！
I r様々な素材を用いたi

！制作遊び」 1 

言ょ？：：』うた1

L-----j 

学
休み時間の遊び

本巣元
rあきとなかよしJ

地域

登下校時の自然への
気付き

（幼児期の体験やその他の環境とのつながり）



8.本単元の指導にあたって
(1)教材観

本単元では、秋の自然と触れ合い、関わることを通して、夏から秋の変化を感じるだけでなく、見たり感じ
たりした秋を共有することで｀より秋を身近に感じることをねらいとしている。児童が自ら季節の変化に気付
いたり、身近な自然物に目を向けたりできるように、秋の自然の中へ子ども達を誘い、思う存分自然に浸ら
せ、友達と工夫しながら遊ぷ楽しさを昧わわせるようにしていく学習である。

また、本校には校庭や中庭だけでなく、 「うりこ山」という裏山がある。授業中だけでなく、休み時間も
自由に散策することができ、年間を通じて自然に触れ合う機会も多い。 「あきとなかよし」の学習では、身
近な自然物を収集したり、観察したりする活動だけでなく、教科書や図鑑を活用しながら、季節の変化や特
徴に気付かせ、より一層自党的な学びへと繋げていくことができる。

(2)児童観
本学級では、 1学期の「なっとなかよしJの学習で、香里幼稚園の5歳児との交流活動を行った。泡遊びや

泥遊びなど、自分が選んだ遊びをもとに、どうすれば5歳児も一緒に楽しめるのかを試行錯誤しながら準備
を進め、小学校での夏の遊びに招待するという活動に取り組んだ。泡遊びを選んだ児童は、 r泡で足湯をつ
くりたい」と大きなたらいに水と石鹸を混ぜて泡立てた場を用意したり、泥遊びを選んだ児童は、友達と協
力しながらできるだけ深い穴を準備したりと、自分達のアイデアを形にしていく良さを感じる姿が見られ、相
手意識のある発言も増えていったように感じる。その一方で、自分の思い通りにならないと前向きに活動に取
り組めない児童も見られる。
また、本学級の児童の半数が、入学前の段階で香里小学校との「あきとなかよし」の交流活動に取り組んで

おり、秋の自然物を使った遊びや制作活動に見通しを持って取り組める児童が多い。しかし、幼児期の体験は
児童によって個人差が大きく、制作活動の際には、なかなかアイデアが浮かばず活動に取りかかれない児
や、没頭してしまうあまり友達の意見を取り入れられない児童の姿も予想される。

(3)指導観

本単元では、 「うりこ山での秋見つけ」と「秋のおもちゃづくかの2回の幼小交流活動を設定している。
生活科の単元に交流活動を位置付けることで、 「ほし組さんと一緒に」、 「ほし組さんのために」という相手
意識を持った学習のサイクルとなることを期待している。 5歳児を「お客さん」として招くのではなく、異年
齢の交流を通して、それぞれの良さを認め合ったり、意見の違いを活かしてより良い制作へと繋げていったり
する姿を価値づけていきたい。

また、 r秋のおもちゃづくり」の活動においては、おもちゃを作ることが目的ではなく、試行錯誤を重ねた
り、友達とひらめきを伝え合ったりする過程に重点をおいて指導にあたる。そのため、教師が作り方を提示し
たおもちゃを作るのではなく、児童が作りたいおもちゃや遊びを自分で選び，改良を重ねる時間を十分に確
保できるようにする。

さらに、単元末には、1年生全体で「秋のおもちゃランド」の開催を予定している。クラスによって就学前
児童施設との取り組みは少しずつ変わっていくことが予想されるので、最後に作ったおもちゃを持ち寄ること
で、同じ素材でも多様な楽しみ方ができることに気付かせたい。異学年や同学年との交流を通して、自分と異
なる考えに触れるおもしろさや仲間と認め合いながら協力する良さを実感できるようにする。

(4)育成をめざすコンピテンシーと指導上の了夫 ［幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿】
のCommunication［言葉による伝え合い】
1回目の幼小交流活動「うりこ山での秋見つけ」では、 「コミュニケーショ

ン」の育成をねらいとする。1グループの人数を 5歳児と1年生を合わせて 5
人程度にしたり、収集したものを共有の透明の袋（右記写真）に入れたりする
など、異年齢でも自然な対話が生まれるように、環境設定を工夫していく。

如 ←lla-h吋吋innr協同件1&C『ntiv1y＿［思考力の芽牛えl
2回目の幼小交流活動 r秋のおもちゃづくり」と単元末の「秋のおもちゃラ

ンド」の活動では、 「コラボレーション」と「クリエイティピティ」に置点を
いて学習を展開していく。交流活動では、児童が作りたいものに合わせてお

もちゃづくりコーナーの準備を進める。5歳児との交流活動に向けて、教師が
提示したおもちゃを作るだけではなく、児童自身で作り方を調べたり、ひらめ
いたことを試したりするなど、おもちゃづくりを通して自分たちの思いを形に
していく良さに気付かせたい。そして、自分達が準備したことだけでなく、 5

［自然物を収●する袋】
・グループで共宥の墟
・透明な素材
渭収集したものを見比べながら、

対話が生まれることを期待する。

歳児の思いや願いを聞きながら制作に当たることで、多様な考えを認め合い、自然と協力する姿が生まれるよ
うな活動となることを期待している。教師主導の制作活動ではなく、児童のひらめきやつぶやきを繋いでいく
ような教師の関わりを心がける。



9.単元の指導計画と評価計画（本時 12/15) 

単元で付けたい力

本単元における
言語活動

言語活動の
設定理由

育成をめざす

コンピテンシーの
設定理由

自分の考えだけでなく｀ i也者の意見を尊重しながら、秋を楽しんだり、協働的に秋遊びに使
う物を工夫して作ったりすることができる。

『あきとなかよしだいさくせん』
ほしぐみさんとの秋見つけ（幼小交流活動）

②ほしぐみさんとの秋のおもちゃづくり（幼小交流活動）
③秋のおもちゃランド(l年生全体）
秋のものを使って制作することや遊ぶことを楽しむために秋の自然物を利用した遊びの面
白さに気づいたり、異年齢や同学年との考えの違いを生かしたりすることで、生活を楽しく
することができる。
（関運 ：思考・判断・表現③、主体的に学習に取り組む態度②）

5歳児との交流活動や学年での「秋のおもちゃランド』の活動を設定することで、自分の考
えだけでなく、他者の意見にも耳を傾けながら、学びを深めることができると考えたため。

自分の思いや願いを大切にしつつ、他者の意見に耳を傾けたり、柔軟にアイデアを取り入れ
たりする良さに気づくことで、協働的に学ぶ累地を務って欲しいため。

次 学習内容
評価規準・評価方法等

※育成をめざすコンピテンシー

［主体的①）
秋を楽しみたいという思いをも
って、秋探しや秋遊びの見通し

を立てようとしている。
辛言分析

2芦；疇誓？1 ：宝言忘め1曇笠雲雲
る。 行動観察._―発言分析

秋について知っていることや、幼
児期に体験したことのある秋の遊
びを出し合い、秋探しや秋遊びの

計画を立てる。

2
 

指導上の留意事項
※コンピテンシー育成への工夫
についても記入

シンキングツールを活用して幼児
期の体験を視党化することで、
秋探しや秋遊びの意欲を高める
ことができるようにする。

3 5歳児と一緒にうりこ山を探検し
ながら、諸感笈を使って秋の植物
を観察したり、木の実や落ち葉な
ど秋の自然物を収集する。
(10/16 幼小交流①）

自然物の収集の際には、グループ ［主体的①）

で共有の透明な袋を活用する秋を見つけたいという思いを持
等、異年齢での自然な対話が生って、うりこ山の変化を探した
まれるように環境設定を工夫す り、秋の自然と関わったりしよ

る。 うとしている。

行動観蒋 • 発言分析

4 色や形、においに逃目したり、夏 諸感党を使って秋の自然物を見つ
の様子と比較したりしながら収 め直すことができるようにす

した自然物を観察する。 る。
※国語科 「はつけんしたよ」と関
連付けた指導

3
 

5 I収集した秋の自然物の仲間分けを

行い、その根拠を友達と伝え合
う。

了 児の願いをもとに、秋の遊び
や秋の自然物を使ったおもちゃづ
くりの計画を立てる。

シンキングツールを使った対話
を行うごとで、グループの考えを
理 ・分類し、新たな気づきや

問いが生まれるようにする。

前に行ったアンケートをもと

にグループ分けを行い、自分たち
が取り組みたいことと 5歳児の
思いをすり合わせながら、準備

を進められるようにする。

※Communication 

［思考・判断・表現①ll
秋の自然物を観察したり、自然
の中で活動したことを振り返り
ながら、季節の変化や特徴につ
いて友達と伝え合っている。
行動観察 • 発言分析

［主体的②］
5歳児の意見を取り入れたり、
自分の考えとの違いを生かした
りL,て、遊びを楽しくしようと

している。
行動観察 • 発言分析

※Creativity 



7 I屋外で自然物を利用して遊んだ

り、タプレッ1--で記録したりす
る。
（『自然の顔』のフィールドワー

ク）

【知識・技能②】
秋の自然はいろいるな遊びに利
用できることや、遊びを工夫し
たり遊びを創り出したりする面
白さに気付いている。
行動観蒋•発言分析

4
 

自然物の凹凸や模様に沼目して、

見立てる楽しさに気づくことが
できるようにする。
※国語科 「なにに見えるかなJ
と関連付けた指導

B I教室で自然物を利用して遊んだ
り、作品づくりに取り組んだりす

る。
（絵本 rばけばけはっぱ」を参考

にした制作活動）

秋の素材の良さを生かして作品づ

くりに取り組むことができるよ
う、形や色からイメージを広げら
れるようにする。
※国語科fなにに見えるかなJ
と関連付けた指譴

（思考 ・判断・表現②］

比ぺたり、見立てたりしなが
ら秋の自然物を使って作品を

工夫して作っている。

丘 咤

9 Iこれまでの活動を振り返り、秋の 教師が撮影した活動中の写真や I※Creativity 
遊びや秋のおもちゃづくりに生か 動画を提示することで、自分の
せそうなことを伝え合う。 活動を絵や言葉で伝えられるよ

うにする。

I 

5
 

10 Iうりこ山や校庭などで見付けた秋

の自然物と、身の回りから集めた

材料を使って｀秋のおもちゃを作
る見通しを立てる。

11 I秋の自然物や身近にあるものを利
用して、おもちゃを工夫して作っ
たり、それらを使って遊んだりす

る。

トー 1 

おもちゃの作り方の動画や図鑑

を提示することで、基本の作り
方のイメージを持つことができる
ょうにする。

5歳児との交流活動に向けて、
相手意識をもって作り方を工夫し

たり、調ぺたりする姿を価値づ
けるようにする。

-I-

12 Iおもちゃの作り方を5歳児に紹介 試行錯誤を重ねながら作品づく

し、おもちゃづくりや秋の遊びを りに取り組むことができるよう

本 1一緒に楽しむ。 に、遊びを試しながら制作に取
時 （11/8幼小交流②） り組める場や廃材や自然物の材

料コーナーを準備するなど、環
境設定を工夫する。

【思考 ＊判断＊表現②］

比べたり、試したりしながら、
秋の自然物を使ったおもちゃを
工夫して作っている。
行動観察二作品

【主体的②l
友達の意見を取り入れたり、自

分の気付きとの違いを生かした

りして｀遊びを楽しく しようと
している。
行軸罪察

※Collaboration 
※Creativity 

13 I楽しく遊ぷ計画を話し合い、 「秋 これまでの活動を振り返り、ど （知識・技能③］

のおもちゃランド」を開く準備を んなものがあれば1年生みんなで みんなで遊ぶごとのよさや季
する。 もっと秋を楽しめるのかという 節の自然物を使っておもちゃを

視点で準備できるようにする。 つくることの楽しさに気付いて

14 I rあきのおもちゃランド」を開い 臨機応変にルールを変更した

て、みんなで楽しく遊ぶ。 1り、相手に合わせて遊び方を変
えたりする姿を認め、価値づけ

るようにする。
—+· 

6
 

15 Iこれまでの活動を振り返り、秋の 教師が撮影した写真や動画を提
思い出や、秋の自然と自分との関 示することで、準備の過程や活

わりについて伝え合ったり、記録 動中の様子を詳しく振り返るこ
したりする。 とができるようにする。

いる。
発言分析・振n返りの記祁

（思考・判断・表現③】

みんなが楽しく遊ぺるようルー
ルや約束を丁夫したり、相手に

遊び方をわかりやすく伝えたり
している。
行動罪蒋 • 発言分析・作品

【主体的③l
楽しい秋のおもちゃランドを開
きたいという思いを持って、必
要な役割を話し合ったり、協力

して準備をしたりL,ようとして
いる。
行動罷蒋．弊．言分析

※Creativity 



10本時の学習
(1)本時の目標

〇比べたり｀試したりしながら秋の自然物を使ったおもちゃを工夫して作ることができる。 ［Creativity) 
〇友遥の意見を取り入れたり、自分の気付きとの違いを生かしたりL,て遊びや遊びに使う物を工夫してつくることがで
きる。 [Collaboration) 

(2)本時の展OO

戸習内容・学習活動
＊発問

問 予想される児蛮(])即も

510あいさつをする。

分

導
入

〇めあて（ねらい）を確かめる。

指導上の留意点（＠）
理解が不十分な児童への支援（＊）

コンビテンシー育成への工夫（※）

※おもちゃの完成がコールではなく、お

もちゃづくりを通して、多様な意見を覧め

たり、取り入れたりしながら試行錯誤す

る様子をねらいとする。

評価規準・ 評価方法等

※育成をめざすコンビテンシー

めあて： 「はなして」 「ためして」 「くふうして」

みんなでいっしょに、あきのおもちゃづくりをたのしもう。

310おもちゃづくりの場を確認する。

5 I (7コーナー）

分

• あきのつりゲーム

• どんぐりにんぎょう

•まつぽっくりにんぎょう
・どんぐりこま

・どんぐりマラカス

・どんぐりころがし

• あきのしかけめいろ

◎事前に考えていた作り方だけでなく、 5

歳児の意見も取り入れながら柔軟に制作

活動に取り組むことができるようにす

る。

＊作り方の説明に見通しを持って取り組め

るように見本の作品を準備しておく。

〇おもちゃづくりと試しの遊びに取り ◎遊びを試す場所を用意することで、試

組む。 行錯誤を重ねながらおもちゃづくりに取

展 I り組むごとができるようにする。

開
〇中間の振り返りを行う。

＊「遊んでみて、うまくいかないこと

はどんなことですか。どこを変えれば

うまくいきそうですか。』

「どんぐりがうまく転がらなかった

けど、材料の置き方を工夫すればいい

かも。」

〇おもちゃづくりと試しの遊びを続け

る。

［思考・ 判断 ・表現】

比べたり、試したりしなが

ら秋の自然物を使ったお

もちゃを工夫して作ってい

◎困っていることやもっとより良くできそ る。

うなことなど、現段陪で活動を振り速 行動観宿

り、後半の活動へとつなげることができ

るようにする。 I※Creativity 
{5歳児がおもちゃづくりや遊びに没頭

できるように、全体の活動を止めての中間

指導ではなく、ファシリテートに徹す

る。）

510活動を振り返る。

分 ＊「おもちゃづくりをしながら、ほし

組さんとどんなお話を しましたか。試

したことや工夫したこと、変えてみた

ことを教えてください。」

ま 1 ・「最初に考えていたものと変わった

と けど、緊敵なおもちゃになったよ。 」

め

※一緒に作ってどうだったか` rコラポレ

ーション」と「クリエイティビテ心の視

点で問いかける。

◎5歳児の振り返りも聞くことで、自分

の取り組みを客観視したり、価値づけた

りできるようにする。

［主体的］

友達の意見を取り入れた

り、 自分の気付きとの違い

を生かしたりして、遊びを

楽しくしようとしている。

竿言分析

※Creativity 
※Collaboration 

〇終わりのあいさつをする。

I I 



日案

令和6年 II月8日（金） 5歳児ほし組 男児 16名 女 児 II名計27名 保育者：藤井沙知子

本：で、な活11年1:::t:二：：；；：：：：芦ご：：：：たりしながらおもちゃ作りを楽しむ。（思）

• I年生とのおもちゃづくリを通して、一緒に試したリ、分からないことを教えてもらったりしながら憧れ

の気持ちをもつ。（人）

時刻 環境構成

体育館

自然物
どんぐり
松ぽっくリ

枝
落ち葉等

みんなて使うもの
セロテープ
ピニールテープ

ボンド

プルーシート
ガムテープ
グ）レーガン
ダンボールカッター

ダンボールの箱

寄箱
ペットボトル
プリンカップ

卵ペック等

予想される幼児の活動

0活動の流れを知る。

名札を付ける。

0体育館に移動する。

持ち物

ハサミ、ホッチキス、下敷き

雑巾（カゴに入れて持って

行く。）

01年生と共に集まる。

・渋田先生や 1年生の話を

間く。

・間きたいことを発表する。

教師の援助・留憲点

• I年生との交流やおもちゃ作リに期待をもって参加

きるように前もって今Eの流れを幼児と共に共有して

ぉく 。 （知•徳）

・不安を感じる幼児には、不安な内容を具体的に言葉

にてきるように援助し、安心して参加できるように援

助する。（体）

・自分は何のゲームを作リたいかあらかじめ投げかけておくこ

とて．、めあてをもって参加てきるようにしておく。（知）

・挨拶をきっかけに、話を間く姿勢｀雰囲気づくりがで

きるようにする。（体）

・不安が安心に変わるように自分の気持ちを、言葉て・

伝える事がてきるように援助する。（徳）

・幼児の 「つくリたい」という気持ちを受け止めながら、

話が伝わっていない時には、言葉を付け加える。

（知 • 1悪）
0おもちゃ作リをそれぞれ始 ・「作リたいもの」に自分なりに向かい取リ組もうとして

める。 いるか見守リ、また、緊張している幼児に個別に気持

・どんぐリゴマ ちを受け止めていく。（知）

•まとあて ・1年生と制作活動に取リ組む中て、教えられることだけてなく、

・マラカス

・けんだま 等

材料を選んだリ、こんな風にしたいという事を伝えたリ、と主体

的に遊ぶことができるように援助する。（体）

• 自分たちの今まて経験してきたことて｀工夫した リ 、試

したりしながら楽しむ事と1年生に知らなかったことを

教えてもらう喜びを感じ、憧れの気持ちにつながるよ

うに言葉がける。（思・人）

・困っている幼児には、知寺ちを受け止め、 i年生にそのことを伝

え遊びがより発展していくようにする。しQ

・自分なリに、「て＇きた！」「見てみて」という気持ちは十

分受け止め 達`成感や次への意欲につなげていく。

0集まり、活動を振り返る。 I・幼児の素直な思いを受け止めながら、その気持ちが

0幼稚園に帰る。

具体的に言葉にして｀相手に伝える事がてきるように

援助していく。（徳）

• また、教師からも幼児の具体的な姿を伝える事て、自

分もしてみたい、幼稚園に戻ったら試してみよう！とい

う気持ちにつながるように援助していく。（知）



1日時令和6年 10月16日（水）2時間目

2場所 うり己L陶中庭

3．学年 1年2組

学びの必然性のある単元デザインと評価の一体化

～子どもの問いやつぶやきを引き出すしかけと支援～

1年生生活科学習指導路案

4単元名 「あきとなかよしだいさくせん～ほしぐみさんといっしょにあきをたのしもう～J

5研究テーマとのつながりhl1p$:Iipadlet.com/t39e0008/padle!“dv7p1akb91nnnvsv

指導者；渋田

【 ♦ゴールデザイン （相手・目的） の意図 ♦自己選択・自己決定・自己表現の場の工夫 ♦ユニパーサルデザインの充実】

1年2組は、香里幼稚園の「まし組とタッグを岨み｀交流活動を行う。小学校の裏山で秋見つけをいっしょに行ったり、秋の素材を使って共同制

作に取組むことで年長者の意識が芽生えることを期待する．

また、本時のIうりこやまでのあきみつけ」では` 「コミュニケーション」の育成をねらいとしている。異年齢でも、自然な対話が生まれるように、

収集したものをグルーブで共布の袋に入れるなど、環境設定を工夫していく。

6本時の目標

九年齢との交流を楽しみながら｀季節の変化や秋の自然を諸感覚を使って感じ取ることができるようにする．【5C+1,の視点：コミュニケーショ

ン］

7，本時の展開

時間 学習活動 教師の動き ◎評価の観点

主な発問・指示 ＊指導上の留意点・支援

9:35~ ①1年生下足場前で集合 ・活動グループと人数確認をする． ＊対話が生まれやすいように． 1チー

あいさつ・めあての確認 ・活動のめあて、活動の約束を伝える． ムの人数を5人程度で構成する．

(1年生］

「お1まなしをたのしみなが ♦うりこやまのやくそく 2人．．．8チーム
ら、あきを見つけよう。J

①はしらない 3 人． — . 5チーム

②ひとりにならない ［ほし組］

③「もどるよ」のこえがきこえたらもどる． 2人．..12チーム
3人．，1チーム

9:40~ ②秋みつげ •秋のものを見つけるだけでなく、五感を使っ ＊対話を生むことができるよう、班に1

・うりこ山 て、秋を楽しめるように声かけする． つの収稟袋を渡し．見つけたものはそ

• 南中麻 の袋に入れるようにする．

• 北中窟 「なっからあきにかわって｀どんなちがいが

あるかな．J ◎諸感覚を使って、学校内の自然を観

「あきのおとやあきのにおいってどんなか 察したり、関わったりすることを通して、

んじだろう。」 季節の変化を惑じている。【思・判・

表】

◎異年鈴との交流を楽しみながら、活

勁しようとしている［態］

10:10 如 りこ山入")D付近で ・交流活動をしてどうだったか旨［コミュ.::.ケー ◎ザワザワした様子であれば、気持ち

集合し、活動を振り返 ション］の視点で問いかける． を前に向ける手遊びを行う5

る。 ♦ほし組

「1年生と秋みつけをして、どうでしたか．楽し ◎次回のほし絹との製作活動に向け

かったことや勉強になったことを教えてくださ て、楽しみな気持ちを持つことができる

い.J ように前向きな言葉を引き出す．

♦1年生 相手意識や目的意紐のあるつぷやき

「ほし絹の友達と秋みつけをして｀どうでした 乏取り上げる．

か。発見したことや気づいたことを教えてくださ

い。」

④終わりのあいさつ



日 案

令和6年 10月16日（水） 5歳児ほし組 男児 16名女児 lI名計27名

保育者：藤井沙知子

本日の主な活動 0 11年生とらリこ山エて秋の自然物を探す。

ねらい ・1年生と一緒に、秋の自然物を探したリ、集めたりを楽しむ。 （思・自然との関わり）

• I年生に思いを伝えたリ｀間いたりしながら関わる。 （徳・人と関わる力）

時刻 環境構成 予想される幼児の活動 教師の援助・留竃点

q:35 準備物 0小学校の 1年生の下足箱 0今日 の活動に見通しをもったリ、関わリに期待をもっ

q:40 

10:10 

透明の採集ケー の前に集まる． r：：リして集まることがてきるように投げかけてお<.. 

ス（グループ1つ） （体・元気、笑顔）

うリこ山

落ち葉

木の実果実

虫・鳥

影・日向

＊・枝

村

水

崖

坂登り、 下り

切リ株等

0「うりこ山jての約束を間 0自ら危険のないように行動しようとする気持ちがも

く。 てるように投げかける． （知・自立心）

01-2の友達とグループに 01年生に会えたことに嬉しい気持ち、ドキドキの気持

分かれる。 ちを言葉にて辛きるように教師も言葉てし伝えていく。

(5人程度のグループ） （愧・言葉による伝え合い）

orうりこ山」探検に行く。

〇うり：：： 山入口付近に集ま

る．

0活動の振リ返リをするD

0秋の自然の中て発見したり、触れたりしながら、心を

動かす体験がて＊きるように関わる。

（思・自然との関わり • 生命尊重・好奇心・探求心）

01年生とのグループ行動が初めてなので、発見した

ものについて伝えたり、 1年生の話を聴いたりてきる

よう投げかけておく。 （徳・人と関わる力）

0幼児の気づいたことに、楽しい気持ちに共感し、幼児

自身が周リの友達に共感していく気持ちが育つよう

に関わる． （徳・共感）

0幼児の発見・疑問を友達や 1年生に知らせ、関わリ

のきっかけとなるように援助する。

（徳・人との関わり）

0発見した 自然物を使って遊び始める幼児がいた時

には、その遊びが幼稚園に持って帰った時に友達に

言葉て9伝える募がてきるように写真、動西て記録し

て、幼児が思い出せるようにしておく。

（徳・言葉による伝え合い）

0幼児の気持ちに共感しながら、発見したものや気づ

いたことを紹介していき，他児に広めていく。

（体・自己肯定感）

01年生との関わリや伝えたリ、間いたリしたことてうま

くいったことなど具体的に紹介することで、人と間わる

方法が身に付いていくようにする。

（穐・人との関わり

10:25 I固鑑絵本

0一年生の終わリの挨拶を

間＜． 01年生に教えてもらった道や場所、ものなどクラスの

友達同士ても共有していけるように幼稚園児のみても

遊ぷ時間をもっ．
幼稚園に帰って lo再びうりこ山て遊ぷ。

（幼稚園児のみ）
見ることがてきる

ように準備してお

< .. 

（思 ・ 自然との関わり • 生命尊重・好奇心・探求心）



0研究会（令和6年 II月8日金曜日）

5歳児ほし組

＜遊びの経過＞

指導・助言…関西国際大学椋田善之氏

1学期に、夏の遊びを通して 1年生との交流を楽しんだ。幼稚園ても楽しんでいる夏の遊びがテーマだった

ため、遊びに期待をもっていた。 1年生のダイナミックな遊びにびっくりしながらも、時間と共に遊びが盛リ上

がっていった。この時には、積極的に遊びを楽しむ子、少し遠慮もある子、教師と共に関わりをもつ子と様々な

姿があった。

10月1!6日に2回目の交流て巧りこ山」に探検に行った時には、うりこ山に目を輝かせ、秋の自然に主体

的に関わる姿があった。グループを作リ活動したことて「 1年生がやさしかった」「松ぼっくり見つけてくれた」

など相手に具体的な思いをもつようになった。運動会後、年長としての自信が育っていたこともあり、緊張も

少なくなって担任教師を求める幼児はいなくなった。その後、秋の自然物を使った遊びがクラスでもたくさん

始まった。





難け 鵬より
令和6年度枚方市学校園活性化推進校園事業

幼保小の架け楢プログラムに関する調査研究事業

香里小学校・香里幼稚園公開授業・研究発表

架け橋事務局より

3年間の取り組みについて

牧方市敦育委員会 甕童生棧課

支援霰l1諜

乾l1111修鵡！
軟l1指導輝

私立保l1幼帷鵬煉

公立慌l1幼帷薗鐸

枚方市役所

I 幼保こ小の連携の必要性

t こ̀ ：邑五竺まく築けない子が増えているな…

幼稚園ては自己発揮していたと間くけど、
小学校ての様子は違うんだけど・・・

旦 どもが増えているよねt

a
 

気持ちのコントロールがてきない子が増えて
いるのよね・・・

小lプロプレム・・・
今まて＊：：んなことはなかったのになぜ？

lc“
 
． ． 

I 令和4年度、こうして、取り線みが始まりました！
平成20年改訂学彗指導―要領

〇活動や体験を一層●視するとともに気付きの質を高めること、幼児期の教育との連携を図ること

などについて充実を・・・

L 平成2咋改訂 学彗I訊瀑戻領 J 
・o入学当初をはじめとした低学年の時期において｀ 生ぶ科が中心的な役割を担いつつ．各孜科等と
の合科的・間遺的な指導の ・層の充文をはかることが求められている．これは、一部にみられるよう

な小学校入学期の見の過応指導を恵味しているのてはない．幼稚園教育要領等に示された『幼児

期の終わ’1まてに育ってほしい姿」を手投が）に幼児期の実態を理解し、自覚的な学びとして期待

する児重の姿を共有することが出発点となる．
〇幼児期の教育と小学校教育の接続と共に低学年の2年間における児童の成長や第3学年以上

の学音への接続にも留意ずることが大切てある．

〇指導計画の作成に当たっては、児童の成長や発這を見通し、 2学年間の中て具体的な活動や体

験が拡充されるようにずることが大切である．これらのために1:I、学年による発逗の特性に十分留意

し、 体験や気付きの質か暮m：高まるような工夭をすることが求められる．

【文部科学なJ幼保ヽ J911)架9廿釘プログラム11)実施に向けての手引き（初版）

0ぽり保，J、の架Lt!畠プログラムJは、 子供に閲わる大人が立場の進いを越えて自分事として連携協

働し、この時期にふさわしい、 主体的・対註的て深い学びの実現を図リ、一人一人の多様性に紀虞し

た上てすべての子どもに学びや生活の基盤を育めるようにすることを目指すものてす．

本プログラムは、架け積期に求められる教育の内容等を改めて可視化したものてあり、閲係者の負

担畦減に留意しつつ、各地域や施設の相逮工夫と生かした．収リ組みが広が＇），深まっていくことを

期待しています．

幼児期から児童期の発達を見通しつつ、5歳児のカリキュラム
と小学校 1年生のカリキュラムを一体的に捉え、地域の幼児教
育と小学校教育の関係者が連携して、カリキュラム・教育方法
の充実・改善にあたることを推進

しい理解

環境構成や子どもへの関わり方に
関する工夫の見える化

ウェルピーイングを保障



Iモデル地域である香里小校区の取り線みを参考に 1 

全校区が取り維んてきたこと

① 互いの教育目標、保育目標を知り、

②―共通している、『大切にしている活動：育てたし、資質能力がこついて、

フォトチャットなどの対話を通して意見交流し、『クローバー図』に整理

③クローパー図の視点て、参観や交流活動を振り返り、時期ごとに

つながりを整理して、香里小版架け橋コンパスを作成

区の特色てある自然環

1 幼児教育の重要性について改めて考えてみる I 

幼児教冑は・・・

教胄のスタートは幼児1111にあり。

幼児敦冑の充冥を図る．

小学校は．．．

幼児11111こ青まれた資賃・鎚力を基磯として、

各教科てさらに伸ばしていくこと

の何がてきていて、何を苦手としているのかなどの

姿を挟青し、お亙いてどのような教育を行っていく

のかを話し合い、実践していく．

心 5皐項？月
112..幼“こ，J，ii攪担過看遍峰会てのフ● 9が•， ト

l②盲てたい子ども像について、 5C+1を共通の視点として対話」

③香里小校区の架け橋コンパスを参肴に作成された、

枚方版コンパスを元に、校区版架け橋コンパスを作成

I 令和7年度・・・ウェルビーイングヘ！ 1 

脅和6年廣

［スタートカリキュうムの実籍・改良 ← 如

:=//' 

如隼慶

コンパスを基にした
さらなる子ども理解

子ども主体の授業・保育づくリ
学び・遊びの質の向上

この後のモデル地域からの発表に、校区の取組

を推進していくためのヒントがたくさんあります！



モデI)““
叫畢闘のあゆみ

香里幼稚園研究テーマ

『子どもの問いやつぶやきをひきだす仕掛け

通しのない中てさ
のスタート

～教師の援助や環境構成～』

し I,-=,,_..,⑰

交流活動が
イベントの 1つに

なっている

雲
担任の負担感が増え、

里幼稚園と
流にとどま

持続可能にならないのでは？o



翠砂愴印辱国舎墓羹て

5歳児と 1年生が
交流する良さ

担任同士の本音を
語り合う大切さ

各就学前児童施設の
大切にしていること ・

知る機会の必要性

負担感く取り組む価値

翠扮署印租国 就拳前⑩襲怠象危

幼稚園・保育所・⑥ し こども園の違い

＠；④ l活動内容の違い

88＼一凸

地域の就学前がつながる必要って本当にある忍[”



＇幼児教育・保育の視点

・保育所保育指針、

幼稚園教育要領

• I 0の姿

・方向目標

共通の視点「クローバー図の作成」

翠訊騎釦諸国院鳳乱て窟庭こ迄
-99 

彎国⑰尻窪 i 汀 ―麟）襄襲点

交流活動のイベント化

地域の就学前児童施設とは
交流てきていない現状
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翠粒⑱盆年国⑩吏流粗霰國）篇香
1-2 I ・ 1-3 • 1-tt. 

香皇幼稚園 ．ヒ 香里団地、香皇敬愛 藤田川、みずき敬愛

1年生全体

勝山愛和香里ケ丘幼稚園

...—誓—- -·
令和5年度の取り線み

翠0飼鼠麟疇
菌拳前象易馬施笈゜炉ッ伯舘忽

’‘ ． 小学校の見通しが持てる安心感

6園交流 モデル地域ての
幼小交流活動

クローバー図を
活用した

子どものみとり

遊びと学びのつながりの実感



架け橋期の資質・能力のつながりを意識した

「架け橋コンパス」の作成

［うりこタイムの充実］



ク回ーバー園『恩c+0』念露鱈似危
累ター日詢⑩時闘割

會扇響・顧
こうりつこ スタートか）キュラム

◎如盆馬ヽ―
ー →よと5:

＜ 
にこ兌炒遼翁

ぐ

よじ定炒ヽ 翅

糊⑰固宜窪疇冑『う鱈夕4よ
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ひとりじゃなくて、

ふたりてよむと

もっとたのしめたよ！

どくしょ

む
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ひ

おしえてもらって

てきるようになったよ！

5年生

勝山愛和香里ヶ丘

運動会演技の

相互鑑賞会

サークルトークと

学校案内スタンプラリー

⑮年寇舘寂⑰愚碗等年迄じ下

劉錢腿拾痰⑰師疇迄如~000

〖アプ回一手劾°肛釦酎ラ公〗



授戴看。僑冑看より

V V V 

今固⑰授霞にラいて ふ’,19:,',
.-I I I I、',’,'

生活科合同授業

「あきとなかよし」

舎圃綬霞、も噸｀｀心 ⑨

・遊んてるだけに見えたけど…

・わざわざ交流せんてもいいんちゃう？

．距離が近いからて｀きるんちゃう？



證霞巻。偽冑宿⑰忌い

・教師の指示通りではなく、
いかに子どもたちから引き出せるか…o

• 5歳児をお客様扱いせず、
異年齢の交流の価値を高めるには…。

・どの学校ても持続可能となるように、
45分をどうデザインするか…。

霞方の襲嵐ですり會わ曾ていくと 000

こ狐怠で⑩4笈＝ヅ

• 5歳児を招いて、一緒に遊
‘‘ 心ヽ o

・決められた材料、決められ
た手順てー一緒に作る。

• 1年生は完璧に準備してお
かないと！

舎圏の鸞圏

• 5歳児をお客様扱いせず、
一緒に楽しむ。

・子どもたちの願いをもと
に、多様なアイデアを価値づ
ける。

・完成品の出来栄えてはな
く、試行錯誤を大切に。 --



翠砂⑲ ラ公幼碍碍尋庭拳謬
•遊びから学ぶ子どもの姿を大切に

「その遊びからどのようなことを子どもたちが学んて｀いるのか」を

みとる大切さ、 「その学びがどのように小学校につながっているの

か」を考えながら保育にあたる大切さを実感。

•就学前児童施設の違いが、子どもの違いにならないように
私立・公立、幼稚園・保育所・子ども園と就学前児童施設の違い

が、子どもの姿の違いとならないように、クローバー図の 5C+Iの

視点を自分の保育に生かしていく。

•幼児期の学びを小学校につなげていく遁携を大切に
就学前児童施設て様々な遊びを通し学んだことが、 1年生になって

ゼロからのスタートとならないように、 「子どもの姿」を伝える連携

となっているかを振り返る。

「あきとなかよし」

交流活動に向けての

単元デザイン

＊クローバー図の 5C+1の視点て＼

コンピテンシー（資質・能力）ベースの単元構想

双方のねらいに合わせた学習展開、場の設定、教師の関わりは…

単元計画

◆生活科「あきとなかよし」単元の導入

8 
［架け橋交流①】．．． rコミュニケーション」

おはなしをたのしみながら、あきを見つけよう。

゜［架け橋交流②】．．．「コラポレーション」

あきのおもちゃをいっしょにつくろう。

゜［単元末の活動】 ．．． rクリエイテイビティ」

1ねんせいのみんなて「あきのおもちゃランド」をひらこう！
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継鷲鵬『島きとなかよし』

拳びの饂遍

◆単元の導入ては…

幼児期の体験やこれまての生活体験を

子どもたちから引き出すことを大切に。

◆子どもたちの意見をシンキングツールで

”竺竺9を活かす
ールの活用

分類したり、焦点化したり、そこからまた意見を広げたり…

＃子どもか ― 

＃子どもには：出す



固盈窮剣癒拗笠望g拠易こ迄含圃特如~000
(i)1人1枚てはなく

グループで共有のものに！

⑥適当な袋や箱てtはなく

透明な袋を肩にかけられるように！

富‘は：：:::;召!?:.::c

* r秋見つけ」本番
了 ・年長者としての姿

•秋を一緒に楽しむ姿

•新しい気づき 、 発見



：；；；r:i:：：：マ：；；；」づけて指導l:::t:::::：ゞ ジメント

•発見メモをもとに、観察カードの記入

戸 ‘ ` Iぷ

---
｀の数た‘it-
答ぇがぁる

歌の薗盤輯の伸閾齋け



＊秋のおもちゃづくり に向けて

おもちゃの

アイデアを

出し合う

ほし艦さんの
願いを聞く

一緒に

作れるように

試行錯誤

一緒に作って

一緒に遊ぶ

餞砂⑱デ回房ラ公紛碍渇尋定拳謬
•幼児教育と小学校教育のグラデーションを大切に

幼児教育の中にユニバーサルデザインや探求的な学びにつながるヒ

ントが見つかるかもしれません。小学校の当たり前を見直してみませ

んか？

•教師主導てはなく、子どもが主役の授業に
「自立し、生活を豊かにしていく」ことが生活科の目標て‘‘す。

「教師が決め、失敗しないように管理する」のてUはなく、子どもに委

ねる時間も大切にしてみませんか？

•架け橋の交流活動⇔探求的な学びの素地に
架け橋の交流活動を生活科の単元デザインの軸に組み込めば、子ど

もたちのアイデアで、学びが自走していきます。出来栄えて，，はなく、

そこに向かう過程を大切にしてみませんか？

ー・女
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本日の感想や質問は

右記QRコードを読み取って

投稿をお願い致します。




